
＼ 豊かな自然 前向きな暮らし ／
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豊前市の紹介
人口は23,149人！
うち、65歳以上の人口

8,819人
（2025.3.31現在）
→これから先も減っていく見込

面積は約111㎢
(海から山まで幅広い）

高齢化率37.3％
（令和2年国勢調査より）

昭和30年に豊前市誕生
（現在70歳）

メインの駅は「宇島駅」
（豊前駅ではないんです）

豊前市といえば？と聞くと、
だいたい「自然」「祭り」「歴史」
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「ひとりひとりが主役のまち」を目指しています

“まち”に対するアプローチ
ハレノヒ

都市部の仕事を豊前市でも
ZigZag

ひと×しごとづくり
パレット

「活躍」をキーワードに
まち・ひと・しごとにアプローチ

まち

ひと

しごと
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つなぐ

“循環と共生”で継続する
仕掛けづくり
Re:ぶぜん



「おしごとパレット」事業の考え方

人口や就労希望者の課題 事業者を取り巻く課題

少子高齢化が進み人口減少が続く中、

６５歳以上の人口が増加

人口の約半数（特に５５歳以上）が

非労働力人口

人手不足

専門性の高い仕事に集中できない

新しいことをしたいのに

募集しても応募がない

非労働人口(高年齢者層、障がい者、子育て中など)の仕事ができる、

したくなる環境づくりで課題解決へ

×

仕事を通じて社会と繋がる
地域の仕事を知る
仕事を通じて人と関わる
新しいコミュニティ
生活にメリハリができる

担い手確保・ワークライフバランス

「雇用」では出会えなかった担い手
社員の負担軽減による、
ワークライフバランスへのアプローチ
仕事を知ってもらうことによる
企業の関係人口の創出
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仕事を通じて活躍できる場を創出する

＼ 高年齢者や障がい者、子育て中の方、高校生などが ／

交流の機会の創出

学び・働き・活躍したい方の
ワンストップ窓口

一般社団法人豊前生涯活躍地域づくり協議会流 課題解決方法
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パレットアシス
タント パレットコーディネーター

おしごとパレット窓口

高年齢層

高校生

障がい者

子育て中

仕事したい

農林水
産業
製
造
業

その他
地域の
仕事

仕事をマッチングする

仕事を探す・調整する

市外からの仕事
（都市部のIT系業種）

おしごとパレット事業（現状）

市外から仕事を呼び込み、
深化を目指す

（地方創生事業との連携）

官民協働で支援
・先進事例（しごとコンビニ：株式会社はたらこらぼ）

・民間トップランナー（株式会社ニコン日総プライム）
・自治体併走支援実績（一般社団法人つながる地域づくり研究所）
・宮崎県日南市油津商店街活性化知見（株式会社ホーホゥ）

多
様
な
人
々
が
支
え
合
う

仕事してほしい

一般社団法人豊前生涯活躍地域づくり協議会
※一般社団法人化を行いました※
全体統括・指導・助言・情報共有
多様な働き方の実現に向けた調整

コーディネーター
２名体制へ
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おしごとパレットでは、
しごとコンビニという仕組みをベースに

新しい活躍の場を創っていきます。

＼ 仕組みを活用 ／

しごとコンビニだけでなく、
今後さまざまなサポート体制を

構築していく予定です
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＼ otonaおしごとパレット／

農業やったことないけど
こういう作業ならできるかも！

作るの大変だけど…
美味しい焼き鳥になるんだね！
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＼ こんなおしごとも／

目指すは、一石N鳥！

＜豊前市からの依頼＞
・SDGｓの普及啓発
・市民参加での啓発活動

＜パレットとしての整理＞
・おしごとパレットでの仕事創出
（親子記者・写真撮影）
・この記事を通した業務実施者のスキルアップ・
PR（仕事を行う登録者のメリット創出）
・地域の仕事を市民に伝えていく
（事業者の持っている課題感へのアプローチ）
・おしごとパレット関係人口の拡大
（＝今後の仕事創出の可能性を拡大する）
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＼ こんな挑戦も／

＜パレットとしての整理＞
・商工会議所との連携で事業者へのアプローチ
（パレットに登録するといいことあるな）
・新規登録者の獲得
（仕事をしたい人の掘り起こし）
・地域の仕事を市民に伝えていく
（事業者の持っている課題感へのアプローチ）
・おしごとパレット関係人口の拡大
（＝今後の仕事創出の可能性を拡大する）
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子どもにやさしい
（優しい、易しい）仕事は、
どんな人にもやさしい仕事



＼ やってみた人の声／
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コメント：
第１線でやっていくとなると、もう年も50を過ぎているので若い人にはかなわない。
それでも自分が経験してきて、できることが、使ってもらえるという道があるのは
すごくいいなって、ワクワクするし期待する。
この年になって新しいことをしたいと思っても、ガッツリ求められるのもちょっと苦しい。
できるかどうか分からないこともある。
そんな中では、お試し的に、きっかけとして、気軽に仕事をさせてもらえるのかな。



＼ やってみた人たちの声／
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協議会体制について

＼ 既存の枠組みを活用することでクリア ／
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まち・ひと・しごと
有識者会議

母体

まち・ひと・しごと有識者会議

産学官から代表する方々が選出されている

地方創生事業を協議する団体

まち・ひと・しごと
有識者会議

+職訓+シルバー+社協で増強

協議会

本事業の協議体

まち・ひと・しごと有識者会議に

「働く」やボランティアなど

エッセンスがほしい団体に声かけして実現



＼ 「おしごとパレット」をパーツとして捉えてみる ／

組織の目的：豊前で活躍を生み続ける、育み続ける

おしごとパレット

働きたくても働け
なかった人、自分
のライフスタイル
に合わせた働き方
をしたい人の窓口

コミュニティ支援

関係人口の創出
移住定住の窓口
空き家バンクなど

Re:ぶぜんで
役割を増やす

ふるさと納税業務

自由にできることを
増やしていくために
も、自主財源確保

Re:ぶぜんで
この役割を狙う

行政のパートナーとして、柱を増やしていく！
おしごとパレットが、このうちの１つであるならば、

足りないものを別の柱から補うことができる



＼ 課題もたくさん見えてきています ／
こんなところに隠れていた壁やハードル

〇随意契約の根拠が明確にない
地域再生推進法人に認定することである程度の担保はできるものの

明確な根拠とはなり得ないため整理が難しい。
⇒入札、プロポ等の手続きを経る必要が出てしまうことも…

〇福祉的な要素に評価が得られにくい
行政は含まれるものの行政外の協議体で実施するスキームだからこ

そ、行政内部の理解を得ることがハードルのひとつに。

〇協議会立ち上げから３年間って実質2年！？
立ち上げ準備からコーディネーターの採用活動など、事業を軌道に

乗せるための準備時間が必要、本当はもっと進めたかった…

〇担当課ってどこ？？
担当課の皆さんは専門性を持って時間のない中で頑張っている。

課題解決するのは担当部署のどこかなのか？
雇用関係部署？福祉関係部署？地域系部署？

などなど



＼ 壁やハードルを壊す武器は ／
〇随意契約の根拠が明確にない
「地域再生推進法人」という制度を活用し、行政のパートナーとし

ての位置づけを獲得！
⇒だけど、これだけで明確な根拠にはなりにくい、解釈の問題あり

〇福祉的な要素に評価が得られにくい
住民の皆さんにとって必要なことができて評価を受けるかどうか

⇒おしごとパレットの提供するスマホ教室がフィーバー！
参加者から豊前市へ続けてもらいたい旨の投書が入ることも。
行政がしないなら、自分たちで参加費用を出してもいいなどの声も。

〇協議会立ち上げから３年間って実質2年！？
これまでの関係性から、一緒に事業を牽引するパートナー発見！
⇒立ち上げから期間が短い分、手法の変更、修正や調整がかけやすい

〇担当課ってどこ？？
分野横断的な事業企画として、総合政策課で企画提案をしてみよう！
住民の皆さんにとって、担当課よりも、何をするかが大事では？

各省庁の補助事業やメニューが共有できればやれることはもっとある
のかもしれない

などなど



小さな地方のまちだからこそできることがある！

「おしごとパレット」は、色とりどりの「絵の具」である市民や事業者を繋いで、重ねて、
新たな色を創っていきます。豊前というキャンバスに、ひとりひとりの皆さんの
「夢」や「想い」が、色鮮やかに描かれていきますように
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＼ おしごとパレットからのお知らせ／
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おしごとパレットの最新の動向は
こちらのインスタグラムをご確認ください

HPはこちらから


